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 それでは、

２０２１年度第１四半期 決算概要について、ご説明申し上げます。
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 はじめに、決算発表のポイントです。

 売上高は、

オートモーティブや、アプライアンスにおけるコロナ影響の回復、

インダストリアルソリューションズの伸長により、増収、

 調整後営業利益は、

増販益に加え、事業の状況に応じたコストコントロールにより、

前年度の赤字から、大幅な増益となりました。

 営業利益・純利益は、

その他損益における前年度一時益の反動がありましたが、増益、

 フリーキャッシュフローは、

純利益の確保に加え、運転資金の良化により、

半導体逼迫等による在庫の増加をカバーし、

前年度のマイナスから、大きく改善いたしました。
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 連結業績はご覧のとおりです。

 売上高は、１兆７，９２４億円で４，００５億円の増収、

 調整後営業利益は、１，１９５億円、

前年の５９億円の赤字から、１，２５４億円の増益となりました。

 営業利益は１，０４４億円、純利益は７６５億円、

いずれも増益となっております。
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 こちらは、売上高の事業別増減要因です。

 全体では、４，００５億円、２９％の増収となりました。

 空調空質、ホームアプライアンス、車載電池、情報通信インフラ向け等、

社会変化を捉えた事業が、前年度に引き続き伸長し、１，７５５億円の増収、

 また、車載機器やスマートライフネットワークなど、

昨年の第１四半期に、コロナ影響を大きく受けた事業の売上高が、

回復しました。
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 続いて、営業利益の事業別増減要因です。

 先程ご説明しました、増収となった事業が牽引し、

調整後営業利益は、１，２５４億円の増益、

 その内、社会変化を捉えた事業は、約半分、６１３億円の増益となりました。

 営業利益は、

前年度の合弁会社化に伴う利益といった、一時的利益の反動がありましたが、

調整後営業利益の増益により、全体で１，００６億円の増益となりました。
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 こちらは、セグメント別実績です。

 ご覧のとおり、全てのセグメントにおいて増収、

調整後営業利益、営業利益についても、増益となっております。

 詳細は次のページでご説明します。

 なお、表の右側に、今回よりEBITDAの数値をお示ししております。
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 セグメント別の増減要因は、ご覧のとおりです。

 アプライアンスは、
ホームアプライアンスや空調の販売が堅調に推移したことに加え、
拡売費の抑制等、経営体質強化の取組みにより原材料高騰影響をカバーし、
増収増益、

 ライフソリューションズは、
市況回復を受けて、国内外の配線器具等の販売が好調に推移、
原材料高騰の影響はありましたが、増収増益となりました。

 コネクティッドソリューションズは、
売上高は、ICT端末や５G関連機器の需要増で、
実装機の販売が好調であったプロセスオートメーションが牽引し、増収、
利益は、増販益に加え、アビオニクスの固定費削減効果もあり、増益となりました。

 オートモーティブは、
車載機器が自動車市場の回復で、ＩＶＩを中心に伸長、
車載電池も需要増加が寄与し、それぞれ増収増益、
全体でも増収増益となりました。

 インダストリアルソリューションズは、
売上高は、車載、工場省人化、情報通信インフラ向けに
コンデンサ、産業用モータ、蓄電システムの販売が好調に推移、
半導体事業譲渡の影響をカバーし、増収、
利益は、増販益に加え、生産性改善等により、増益となりました。
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 ここからは、４枚程、スライドを使いまして、

コロナ影響のなかった、２０１９年度第１四半期との比較で、

収益体質の変化をご説明します。

 まず全社の比較です。

 売上高は、住宅事業などの非連結化影響、約１，０００億円を除くと、

右側のグラフのとおり、この第１四半期は、

２０１９年度とほぼ同じ水準、約１兆７，９００億円まで回復しております。

 調整後営業利益は、売上が同水準でありましたが、

２０１９年度の６２４億円、３．３％の水準から、

２０２１年度には１，１９５億円、６．７％に、改善しております。

 これは、現中期戦略において、事業ポートフォリオ改革や、

経営体質強化の取り組みを着実に進めてきたことが、

数字として現れたものと考えております。
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 次に、セグメント別、調整後営業利益の比較です。

 左側が利益額、右側が利益率の推移を示しております。

 コロナ影響が残るコネクティッドソリューションズを除き、

いずれも、２年前を上回る利益水準と収益性を実現しております。

 中でも、アプライアンス、インダストリアルソリューションズが

利益の絶対額、収益性の両面で、全社を牽引する形となりました。

 この後のスライドで、

これら２つのセグメントでの取り組みをご紹介いたします。
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 まず、アプライアンスでの、２１年度と１９年度の第１四半期の比較です。

 左側をご覧ください。

 上段のグラフは、売上高の事業構成推移を示しており、

この２年間で、事業ポートフォリオ改革を進め、

競争力のあるホームアプライアンス等へ、事業構成のシフトが進みました。

 その結果、セグメント全体の調整後営業利益は、

利益額、収益性ともに向上しております。

 右側上段のグラフは、その主な増益要因を、事業と地域の軸で示したものです。

 ホームアプライアンスが、日本と中国で増益を牽引、

特に中国は、冷蔵庫等を中心に、為替影響を除く実質ベースで、

１９年度第１四半期に対し、４割近い増収を実現しております。

 また、欧州ではエア トゥ ウォーター、ヒートポンプ式温水暖房機が好調に推移し、

売上高は、実質ベースで約２．３倍に成長、

 スマートライフネットワークは、構造改革等により、減収ながらも増益を確保しております。

 スライドの右下では、先日、ＣＥＯの楠見からお話しした競争力強化、

その取り組みを進めている中国・北東アジア地域の事例を、ご紹介しております。

 拡大が続く中国のＥＣ・オンライン市場への対応を推進するとともに、

原価低減等の取組みにより、商品競争力を強化してきたことで、

増収増益を実現しております。
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 続いて、インダストリアルソリューションズです。

 こちらのセグメントでは、コロナ禍でも売上高が堅調に推移し、

２年間の年平均成長率は、４．６％となっております。

 また、スライド左下の調整後営業利益率をご覧頂きますと、

セグメント全体では、１９年度の２．１％から９．７％へ改善していますが、

IS社商材に限ってみますと１１％と、２ケタの水準となっております。

 これは重点商品の増販や、事業ポートフォリオ改革、

経営体質強化の取り組みが着実に進んだことによります。

 特に重点商品については、情報通信向け等の需要拡大に加え、

導電性高分子コンデンサ、蓄電システム、産業用モータなどで、

商品力の強化に徹底して取り組み、大きく販売が伸びております。

 加えて、半導体事業の譲渡、液晶パネル事業の規模縮小などの

ポートフォリオ改革や、生産性改善などの経営体質強化も、

増益、収益性向上に貢献しております。
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 次に、フリーキャッシュフローと資金の状況をご説明します。

 左側、フリーキャッシュフローは、

純利益の確保、運転資金の良化等で、

半導体逼迫等による在庫の増加をカバーし、７１１億円を創出いたしました。

 コロナ影響を受けた前年のマイナスからは、大きく改善しております。

 右側は資金の状況でございます。
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 こちらは、中期戦略の重点取組みについて、第１四半期の進捗を示しております。

 経営体質強化は、

固定費削減で８０億円、構造的赤字事業への対策で７０億円、

合計１５０億円の増益貢献となりました。

 年間目標の２００億円に対して、着実に進捗しております。

 なお、構造的赤字事業については、下期にかけて、

特に液晶パネル事業で、生産終息に伴う減益を想定しておりますので、

年間でゼロとの見通しに変更はありません。

 事業ポートフォリオ改革では、成長に向けた投資として、

Blue Yonder社の完全子会社化をすでに発表しておりますが、

第３四半期までの完了に向け、予定通り手続きを進めております。

 車載電池では、

北米工場の新ラインが、８月中に稼働開始の見通しとなっております。

 最後に、車載事業の収益改善です。

先程ご説明しました通り、増販益が貢献し、

調整後営業利益は１１２億円、前年から４００億円超の改善となりました。

 年間見通しの５００億円に向けて、順調に進んでおります。
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 次に、業績の進捗について、ご説明いたします。

 左側の図は、第１四半期における調整後営業利益の進捗状況を示しております。

 縦軸は期初の想定との比較、横軸は対前年増減となりますが、

インダストリアルソリューションズ、コネクティッドソリューションズを中心に順調であり、

他の事業も概ね想定どおりの進捗、全体として堅調に推移しております。

 右側は、今後の事業環境について、

当社業績に与える影響の観点から整理しております。

 プラス要因は、情報通信インフラや、工場省人化への投資需要の拡大継続などが、

インダストリアルソリューションズを中心に期待されます。

 一方、不透明要因・リスクは、

半導体逼迫等による車両生産への影響の継続や、港湾の混雑による物流の停滞、

コロナの感染再拡大による工場等のロックダウンなどが想定されます。

 また、銅などの資材価格高騰や調達難なども顕在化しておりますが、

これらは、材料合理化等の対策を進め、カバーしてまいります。

 いずれにしましても、これらの不透明要因・リスクに対しては、

全体としてコストコントロールを強化するなど、リスクの状況に応じた対策を講じることで、

第１四半期の好調を維持し、年間では公表値を上回る水準を目指してまいります。
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 最後に、今後のIR関連のスケジュールです。

 来年４月からの新たなグループ体制に向け、

６月の株主総会で、会社分割契約が承認されました。

 １０月からは、本日発表の新体制(※)にて、バーチャル体制に移行いたします。

 情報開示については、

第３四半期から、新セグメントでの開示を予定しており、

また、個別事業やESGの説明会も開催してまいります。

（※）以下の当社WEBサイトにて、７月２９日付リリース

「１０月１日付の新たなグループ体制と役員の人事等について」をご参照ください。

https://www.panasonic.com/jp/corporate/ir/relevant.html

https://www.panasonic.com/jp/corporate/ir/relevant.html
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 ご説明は以上となります。

 ご清聴、ありがとうございました。
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